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一
廿
日
市
西
高
等
学
校
の
北
側
斜

面
に
あ
る

「阿
品
の
森
入
口
」

の

本
製
看
板
を
ご
存
知
で
す
か
？
あ

れ
、

い
つ
の
間
に
？
実
は
こ
の
看

板
、
市
民
有
志
の
会

”阿
品
の
森

サ
ポ
ー
タ
ー
ク
ラ
ブ
“
の
メ
ン
バ

ー
に
よ
る
も
の
。

「交
流
の
森
」

「
野
鳥

の
森
」

「学
習
の
森
」
と
し
て
、
広
く

一

般
市
民
の
憩

い
の
場
を
創
出
す
る

こ
と
を
目
的
に
活
動
さ
れ
て
い
ま

す
。昨

年
に
は
、
阿
品
台
西
小
学
校

の
や
す
ら
ぎ

の
森

へ
分
け
ら
れ
た

カ
ブ
ト
ム
シ
が
、
本
家
本
元
よ
り

沢
山
誕
生
し
子
ど
も
た
ち
が
大
変

喜
ん
だ
そ
う
で
す
。

）

♪
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今
年
も
ま
た
こ
の
曲

が
、
テ
レ
ビ
か
ら
聞
か

れ
る
季
節
と
な
っ
た
。

”わ
た
し
を
野
球
に
連
れ
て
つ
て
“

そ
う
、
大
リ
ー
ダ
中
継
の
７
回
表
と

裏
の
間
に
観
客
が
大
合
唱
す
る
あ
の

★
関
連
記
事
を
４
面
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

歌
。
１
９
７
６
年
に
シ
カ
ゴ

・
ホ
ワ

イ
ト
ソ
ッ
ク
ス
の
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
が

オ
ル
ガ
ン
の
演
奏
に
あ
わ
せ
て
歌

っ

た
こ
と
か
ら
、
ア
メ
リ
カ
中
に
広
ま

り
、
今
で
は
、

「
ア
メ
リ
カ
国
歌
」

や

「
ハ
ッ
ピ
ー
バ
ー
ス
デ
イ
」
な
ど

と
並
ん
で
、
ア
メ
リ
カ
で
最
も
よ
く

知
ら
れ
た
歌
と
な

っ
て
い
る
。

こ
の
詩
を
書
い
た
の
は
ジ
ャ
ッ
ク

・

ノ
ー
ヮ
ー
ス
。
こ
の
人
野
球
に
は
ま

っ
た
く
興
味
が
な
く
、
た
ま
た
ま

ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
地
下
鉄
で
野
球
広
告

の
ポ
ス
タ
ー
を
見
て
、
わ
ず
か
１５
分

で
書
き
あ
げ
た
そ
う
だ
。

片
や
、
昨
年
の
阪
神
フ
ィ
ー
バ
ー
。

「
六
甲
お
ろ
し
」
と
共
に
人
騒
が
せ

な
川

へ
の
ダ
イ
ビ
ン
グ
。
所
変
わ
れ

ば
…
と

い
う
こ
と
な
の
だ
ろ
う
か
？

何
は
と
も
あ
れ
、今
年
も
ピ
ー
ナ
ッ

ツ
と
グ
ラ
ス
を
片
手
に
、
イ
チ
ロ
ー

や
ゴ
ジ
ラ
、
リ
ト
ル
両
松
井
選
手
達

の
活
躍
を
た
の
し
み
た
い
も
の
だ
。

弔 36号

平成 15年 3月 31日
阿 品 台 地 区
コミュニティーをすすめる会

事 務 局

(TEL39-4338)
阿品台地区人口世帯数

平成 15年 10月 1日 現在
ノハ`

L,040ノ、 :i [:::〔 :食

世帯数    3,528世 帯
高齢化率     14.7%

(市 14.8)

阿
品

の
森
憲
章

こ
の
森
は
、
日
本
音
来
の
里
山
林

と
し
て
整
備
し
た
も
の
で
す
。

ツ
バ
キ
や
ツ
ツ
ジ
な
ど
花
の
咲
く

木
は
、
で
き
る
だ
け
残
し
て
い
ま

す
。
こ
の
森

に
生
え
て
い
る
植
物
は
、

い
じ
め
な

い
で
く
だ
さ

い
。

ゴ

ミ
は
自

分

で
持

ち
帰

っ
て
く

だ

へ
」
い
。

タ
バ

コ
な

ど
人

の
始
未

は
、

完
全

に
し

て
く

だ
さ

い
。

危

隣
な
場
所

に
は
、

近
寄

ら
な

い

で
く

だ
さ

い
。

公
園
で
は
な

い
の
で
、
安
全
施
設

は
あ
り
ま

せ
ん
。

ケ
ガ
な
ど
災
害

の
責

任
は
、

い
っ

さ

い
自
分
持
ち
と
し
ま
す
。

野
大
（
の
ら
大
）
に
注
意

し

て
く
だ

へ
ヽ
い
。
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し

最
近
、
高
齢
者
の
方
々
に
対
し
て
、
子
供
や
孫
を
装

っ
て
電

話
を
か
け
、
交
通
事
故
の
示
談
金
や
借
金
の
返
済
等
と
称
し
て

多
額
の
現
金
を
□
座
に
振
り
込
ま
せ
て
編
し
取
る
詐
欺
事
件
が

多
発
し
て
い
ま
す
。

あ
る
時
は
身
に
覚
え
の
な
い
不
当
な
架
空
請
求
の
ハ
ガ
キ
が

届
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
迷
惑
千
万
で
す
。
被
害
に
あ
わ
な
い

よ
う
、
し
っ
か
り
自
分
を
守
り
た
い
も
の
で
す
。

③ ② ①

「
お
れ
お
れ
、
だ
！
」
と
孫
だ
と
言
う
。

□
座
を
指
定
し
、
現
金
を
振
り
込
む
よ
う
言
う
。

「ご
め
ん
、
僕

（俺
）
だ
」
の
泣
き
声
！
使
う
。

警
察
官

ｏ
弁
護
±

ｏ
会
社
の
上
司
と
名
乗
る
者
に

代
わ
り
、
現
金
の
振
り
込
み
を
要
求
す
る
。

①④ ③ ②

先
に
相
手
に
名
前
を
言
わ
せ
る

・

※

「あ
ん
た
は
誰
？
」
と
先
に
名
前
を
言
わ
す
。

電
話
の
あ
と
、
す
ぐ
に
お
金
を
振
り
込
ま
な
い
。

肇
察
や
親
戚
な
ど
に
相
談
す
る
。

相
手
の
電
話
番
号
を
必
ず
確
認
し
て
お
く
。

④ ③ ② ①

先
ず
、
疑
っ
て
み
る
。
信
用
は
禁
物
。

長
話
し
は
相
手
の
思
う
壺
、
早
く
電
話
を
切
る
。

相
手
の
電
話
番
号
を
必
ず
聞
く
。

折
り
返
し
子
供
や
孫
に
電
話
し
、
事
実
を
確
か
め
る

こ
と

。

お父さんやお目さんにも誰にも言わないてくれ

'友人の借霊の保証人になつたけど、その友人がしヽなくなつた。

いくらがでも払わんといけん :

ばあちゃん、すまんけどりがら言う口座に振り込んでくれたが…。

担当者ですが、払つてもらわないと大変なことに
なります。
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（資
料
と
し
て
広
島
県
警
察
本
部

「減
ら
そ
う
犯
罪
情

報
官
」
、
廿
日
市
市
警
察
署
か
ら
提
供
い
た
だ
き
ま

し
た
。）

ある日、あなたの手許に、突然身に覚えのない

架空請求もハガキ (封書)が舞い込みました。
さあ、あなたはどうしますか ?

次のうち、どの方法を選びますか

①破つて捨てる。
②相手方 (書いてある番号)に電話する。
③警察に届ける。
②が一番危険。大金を失う羽目になる。
①、③が最も賢明です。

わたし達の阿品台地区にも、この種のハガキが届い
ているそうです。被害に合わないよう、自分の身は

自分でしっかり守りましょう。

＝
防
犯

二

　

　

彦

近
年
、
多
発
す
る
犯
罪

や
少
年
非
行
等
に
つ
い
て

マ
ス
コ
ミ
で
は
、
賑
や
か

に
報
道
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
内
容
は
凶
悪
化

・

低
年
齢
化

の
傾
向
が
顕
著

の
よ
う
で
す
。

私
た
ち
の
阿
品
台
地
域

で
も
平
成
十
年
の
夏
か
ら
、

夜
間
、
阿
品
モ
ー
ル
前
に

た
む
ろ
す
る
無
職

ｏ
有
職

少
年
や
中
高
生
が
増
え
、

深
夜
徘
徊
や

一
部
少
年
は

暴
走
行
為
を
繰
り
返
し
地

域
住
民
に
多
大
な
迷
惑
を

か
け
ま
し
た
。

こ
の
現
象
を
憂
慮
し
た

地
元
有
志
が
集

い
阿
品
台

地
域
自
主
防
犯
組
織
を
設

立
し
、
活
動
を
開
始
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

勿
論
、
警
察
当
局
と
も

緊
密
な
連
携

の
も
と
、
相

互
の
協
力
に
よ

つ
て
行
わ

れ
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

最
近
で
は
暴
走
行
為
は
鳴

り
を
ひ
そ
め
た
感
じ
さ
え

し
ま
す
。

「我
々
の
街
は
我
々
の

手
で
守
る
」
を
ス
ロ
ー
ガ

ン
に
防
犯
の
実
践
活
動
と

関
係
機
関

へ
の
働
き
か
け

に
よ

っ
て
、
総
合
的
な
施

策
に
よ
り
自
主
防
災

・
防

犯
体
制
の
強
化
を
図
り
、

も

っ
て
地
域

の
安
全
と
福

祉
の
充
実
に
寄
与
で
き
る

活
動
で
あ
り
た
い
、
と
考

え
て
い
ま
す
。

本
会
は
、
会

の
趣
旨
に

賛
同
す
る
会
員
を
も

つ
て

組
織
し
、
活
動
は
原
則
と

し
て
毎
月
十
七
日

（青
少

年

の
日
）
午
後
八
時
か
ら

九
時
ま
で
情
報
交
換
と
パ

ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
地
域

の
安
全
運
動
に
協

力
し
て
下
さ
る
方
は
是
非

ご
参
加
下
さ
い
。

「治
に

居
て
乱
を
忘
れ
ず
」
地
域

コ
ミ

ュ

ニ
ケ

ー

シ

ョ
ン
と

住
民
の
ふ
れ
合
い
は
大
切

で
す
。
安
心
し
て
住
め
る

安
全
な
街
づ
く
り
へ
の
取

り
組
み
を
皆
様
と
共
に
考

え
よ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん

か
。（阿
品
台
地
域
安
全
協
議

議
会
会
長
）
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地
域

の
田

題

“
里
山
の
楽
し
さ

美
し
さ
を
守
ろ
う
”

阿
品
の
森
サ
ポ
ー
タ
ー
ク
ラ
ブ

事
務
局
長

井
上
　
年
光

阿
品
の
森
は
、
阿
品
台
団
地
に
隣

接
す
る

（山
九
社
宅

・
廿
日
市
西
高

等
学
校
の
北
側
）
２‐
ｈａ
の
市
有
林
で
、

以
前
は
薪
炭
林
と
し
て
利
用
さ
れ
た

り
、
山
頂
で
は
狼
煙
が
あ
げ
ら
れ
漁

の
目
印
と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
最

近
で
は
入
手
も
入
ら
ず
大
変
荒
れ
て

い
ま
し
た
。

「
こ
の
森
を
美
し
い
里
山
林
と
し
て

後
世
に
に
残
し
た
い
」
と
行
政

（甘

日
市
市
）
が
呼
び
か
け
た
と
こ
ろ
、

廿
日
市
市
を
中
心
と
す
る
市
民
ボ
ラ

ン
テ
イ
ア

（現
会
員
９０
名
）
が
、
森

林
整
備
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
集
ま
り

ま
し
た
。

会

の
名
称
を

「
阿
品

の
森
サ
ポ
ー

タ
ー
ク
ラ
ブ
」
と
名
づ
け
、
平
成

１２

年

１１
月
に
活
動
を

ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。毎

月
第
４
土
曜
日
を
活
動
日
と
決

め
、
最
初
の
三
年
間
は
、
行
政
主
導

の
活
動
で
、
ノ
コ
や
カ
マ
の
使
い
方

か
ら
教
え
て
貰
い
、
今
で
は
チ
ェ
ン

ソ
ー
を
駆
使
し
て
森
林
整
備

・
竹
林

整
備

・
歩
道
整
備
な
ど
の
山
仕
事
に

励
ん
で
い
ま
す
。

平
成
１５
年
度
か
ら
は
、
自
主
的
に

活
動
す
る
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
組
織
と
し

て
、行
政
の
手
を
借
り
ず
、全
て
み
ん

な
の
話
し
合
い
の
も
と
に
、
年
間
活

動
計
画
を
立
て
一
活
動
し
て
い
ま
す
。

第
４
土
曜
日
は
定
例
活
動
を
、
第

２
土
曜
日
は
自
主
活
動
と
し
て
、
定

例
活
動
で
出
来
な
か

っ
た
作
業

の
仕

上
げ
を
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

昨
年
度
は
ビ
オ
ト
ー
プ
づ
く
り
が

主
な
作
業
で
し
た
が
、
こ
の
２
月
に

や
っ
と
ビ
オ
ト
ー
プ
の
形
が
完
成
し
、

後
は
ま
と
ま

っ
た
雨
降
り
を
期
待
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

夏
の
定
例
活
動
日
に
は
、
夏
休
み

の
思

い
出
に
な
る
よ
う

「
メ
ダ
カ
の

放
流
」
を
地
元
の
小
学
生
と
と
も
に

楽
し
み
た

い
と
考
え

て
い
ま
す
。
こ

の
池
に
は
、
ブ
ラ
ッ
ク
バ
ス
や
ブ
ル

ー
ギ
ル
な
ど
の
外
来
魚
は
、　
一
切
入

れ
な

い
よ
う
に
ご
協
力
を
今
か
ら
お

願

い
し
て
お
き
ま
す
。

藝
暴

番

両
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